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訪問日：1月 19 日（金） 10:00-11:30 
場 所：光丘文庫中町分館（酒田市中町 1丁目 4番 10 号 酒田市役所中町庁舎 5階） 
訪問者：渡辺暁雄、浦山恭子 





















訪問日：2月 14 日（水） 13:00-15:00 
場 所：大仙市アーカイブズ（秋田県大仙市強曽字上野台 1－2） 
訪問者：神田直弥、渡辺暁雄、広瀬雄二、小関久恵、渡部文靖、浦山恭子 
対応者：細川良隆氏（大仙市アーカイブズ 館長）、髙橋一倫氏（同館 主席主査）、 
蓮沼素子氏（同館 主査） 
視察内容： 





























訪問日：3月 8 日（木） 10:00-16:00 
場 所： 手塚山大学東生駒キャンパス 文学部文化創造学科(奈良市帝塚山 7-1-1) 
訪問者：渡辺暁雄、広瀬雄二、小関久恵、渡部文靖、浦山恭子 
対応者：牟田口章人氏（帝塚山大学 文化創造学科教授）、蓮花一己氏（同大学 学長） 
 ※なおアドヴァイザーとして本学文化財デジタル化研究所 研究員であり、デジタル文化財創出機構 研究
主幹である加茂竜一氏にも同道。 
視察内容： 





























訪問日：9月 11 日（木） 14:00-16:00 
場 所： 岐阜女子大学 文化情報研究センター(岐阜県岐阜市明徳町 10) 
訪問者：玉本英夫、渡辺暁雄、広瀬雄二、小関久恵、唐 栄、浦山恭子 
対応者： 久世 均氏（岐阜女子大学 文化創造学部文化創造学科教授）、後藤忠彦（同大学前学長、同大学理
事顧問） 
視察内容： 







 平成 29 年度から研究ブランディング事業―「地域資料デジタルアーカイブによる地の拠点形成のための基
盤整備事業」－に選定されたとともに、全国的にデジタルアーカイブに取り組む人材の必要性があることか
ら、「デジタルアーカイブ専攻」設置や、デジタルアーカイブ学会も立ち上げた。 























訪問日：平成 30 年 9月 12 日 9：00～9：30 
場 所：北名古屋市回想法センター(愛知県北名古屋市 北名古屋市六ツ師 704 番地 1) 


































訪問日：平成 30 年 9月 12 日 9：50～12：00 




























訪問日：平成 30 年 9月 12 日 















ている（開館時から 37 回の企画を数える） 
市橋館長は考古学専攻であり、遺跡から炭になった米粒一つまで採集してくることでその時代の暮らしを
明らかにする手法をとる。事細かに、微細なものまですべてが「その時代を知る唯一の資料」であるという
感覚だという。その精神は市民にも伝わっているようで、あらゆる昭和の時代のモノが博物館には寄付され
集まってくるとのことであった。 
またモノと記憶の関係について「回想法」を評価。見学者もモノを通しての記憶や認知の高まりを意識し
ており、福祉施設、高齢者施設ぐるみでの観覧も多い（「おでかけ回想法」）。 
所 感： 
市橋館長からは、時代を残すには「日常」が非常に重要なテーマであることをご教示いただいた。また、
「行為」と記憶の結びつきについても示唆に富むお話を伺うことができた。例えば、日常で使用していた「樟
脳」は、その「両端を切る行為」と密接に結びついている等である。手触りがある記憶、身体に刻印された
記憶を誘引するツールとしての「道具」についての重要性を改めて実感する時間であった。 
 
 
（渡辺暁雄，小関久恵） 
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